
 

会議結果 

 

会 議 名 第 18回西尾市補助金等検討委員会 

日 時 令和 元 年 10月 15日（火） 午後 1時 30分～午後 3時 30分 

場 所 西尾市役所 5階 53会議室 

出 席 者 

委員…横山会長、久世副会長、三浦委員、清水委員、榊原委員 

事務局（企画政策課）…高須課長補佐、鈴木主任主査、三浦 

教育庶務課…木下主任主査、判治主任主査、山本主事、牧野主事 

学校教育課…高山主査 

 高須課長補佐が会議を進行。 

 会議の概要は次のとおり。 

１ 会長あいさつ（横山会長） 

２ 補助金の評価 

  （１）補助金№41,№42,№43,№44,№45(1),№45(2)の確定について 

高須課長補佐から説明。 

  前々回評価した 6つの補助金について、確定とする。 

  

№ 
補助金名称 担当課名 評価 

41 在宅当番医制運営費（業務形態別）補助金 健康課 現状維持 

42 保健予防活動費補助金 健康課 見直し 

43 食品衛生活動費補助金 健康課 廃止検討 

44 看護師等養成所運営費補助金 健康課 見直し 

45 
(1) 

西尾市一般不妊治療費助成金 健康課 現状維持 

45 
(2) 

西尾市特定不妊治療助成金 健康課 現状維持 

（２）補助金№167,№169,№133,№134,№135,№136の検討結果について 

高須課長補佐から説明。 

  前回会議で協議した 6つの補助金シートの案を事務局で作成したため報告。修正等の意見があれ

ば次回までに事務局へ連絡をしてもらう。 

  （３）補助金№138,№139,№140,№142,№143,№144(1), №144(2)の検討について 

●補助金№138 私立高等学校等授業料補助金（教育庶務課） 

・主な委員からの意見等 

 低所得者層の補助を手厚くするなど本当に学びたい生徒に届くような補助金にしていただき

たい。 

頑張る生徒を応援するためにも奨学金制度の充実を検討していただきたい。 

 定時制高校に通学する生徒への補助も検討していただきたい。 

 補助金が保護者にわたらずに補助できるような仕組みを検討していただきたい。 

 補助金の創設からかなりの年数が経過しており、現在の少子化を踏まえた補助の見直しを検討

していただきたい。 

●補助金№139 私立学校等補助金（教育庶務課） 



 

・主な委員からの意見等 

 学校法人独自の授業料免除制度に補助するなど学校法人の運営費補助にならないような補助

を検討していただきたい。 

 頑張る生徒を応援するためにも奨学金制度の充実を検討していただきたい。 

 補助金の使途や目的が明確でないため、学校法人への運営費補助は推奨できない。 

●補助金№140 西尾市佐久島高校生修学支援事業費補助金（教育庶務課） 

・主な委員からの意見等 

 渡船が運航中止となり、自宅に帰れなくなった場合の宿泊費補助について検討していただきた

い。 

 佐久島からの高校への通学費の補助は必要と考える。 

 渡船を利用した通学費用の補助について、他の通学費補助制度との補助率の違いを明確にして

いただきたい。 

●補助金№142 小学校マーチングバンド活動事業補助金（学校教育課） 

・主な委員からの意見等 

 部活動等の補助は学校予算で交付するべきである。 

 マーチングバンド活動だけに補助することは、他の活動との公平性に問題がある。 

 楽器の購入費用等を募る方法等を検討していただきたい。 

●補助金№143 児童生徒活動推進費補助金（学校教育課） 

・主な委員からの意見等 

   部活動等の補助は学校予算で交付するべきである。 

   補助の方法を見直し、教員の負担も軽減していただきたい。 

●補助金№144(1)  西尾市立佐久島小・中学校小規模特認校通学児童・生徒渡船料補助金（学

校教育課） 

・主な委員からの意見等 

   渡船を利用した通学費用の補助について、他の通学費補助制度との補助率の違いを明確にして

いただきたい。 

   しおさい学校を活性化させるために必要な補助と考えるが、他の補助制度を含め佐久島に対す

る補助が多く、他地域との公平性に疑問を感じる。 

   少子化の時代に学校の統廃合を検討することは必要である。 

●補助金№144(2)  西尾市立佐久島小・中学校小規模特認校通学児童・生徒緊急時宿泊費補助

金（学校教育課） 

・主な委員からの意見等 

   渡船を利用した通学費用の補助について、他の通学費補助制度との補助率の違いを明確にして

いただきたい。 

   しおさい学校を活性化させるために必要な補助と考えるが、他の補助制度を含め佐久島に対す

る補助が多く、他地域との公平性に疑問を感じる。 

   少子化の時代に学校の統廃合を検討することは必要である。 

３ その他 

  鈴木主任主査から説明 

  ・次回以降の予定を説明。 

 以上、午後 3時 30分終了 

 


